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  INTERMITTENT INTRAVENOUS HIGH-DOSE 
 CYCLOPHOSPHAMIDE THERAPY FOR ADVANCED 
PROSTATIC CANCER WITH DISTANT METASTASIS
 Miyaji KYAKUNO, Seiji YAMAGUCHI, Kiyomi MATSUMIYA* 
               and Masao OSAFUNE 
      From the Department of Urology, Minoo City Hospital
   Twelve patients with advanced carcinoma of the prostate were treated with intravenous high-
dose cyclophosphamide therapy. All of them were hormone-resistant cases. At an interval of 3-- 
4 weeks, cyclophosphamide was administered intravenously. The standard dosage of cyclophos-
phamide was 1,000 mg/m2 and a 10% lower dose was administered to patients with liver dysfunc-
tion, anemia and elderly patients. The results of 10 patients were evaluable. 
   One case showed objective partial response, 1case was stable and 8 patients howed objective 
progression according to the NPCP efficancy evaluation standard. The overall response rate was 
20%, which we did not consider satisfactory. As to toxicity of cyclophosphamide, one patient died 
of severe acute hepatic failure, but in the others, complications were mild and tolerable. 
                                               (Acta Urol. Jpn. 35: 1865-1869,1989)


































































































































Table2.CPM一大 量 間 欺療 法











































































1.抗 腫 瘍 効 果
骨 転 移 を 有 す る10例 のCPM療 法 のobjective
responseをTable4に示 す.
10例中,NPCP効 果 判 定 基 準 で は,partialres-
ponse1例,stablel例,の こ り8例 はprogres。
siveであ った.し た が ってstable以上 を 有 効 と した
場 合,有 効 率 は2/10,20%と な っ た.無 効 と さ れ
た8例 中,骨転移 巣 の増 加 を 認 めた もの は4例 ,PAP
の 上 昇 を 認 め た も の は6例,performancestatus






















































客 野,ほ か=前 立 腺 癌 。Cyclophosphamide
Subjectiveresponseについては,治 療前,疹 痛を
訴えた3例 は,全 て疹痛の軽減 ないし消失 を認めた
が,疹 痛を訴えなかった7例 中4例 が疹痛を訴えるよ
うになった.排 尿状態については,施 行前に6例に排



















































Hugginsらの 報告2)以来,内 分 泌 療 法 は,前 立 腺
癌 に 対 して 有 効性 が高 く,か つ 比 較 的 副作 用 が 少 な く
容易 に 行 え る た め に,初 回 治 療 の 主 流 と され て き た.
しか し 内分 泌療 法 に は,腫 瘍 細 胞 の ホ ル モ ン抵 抗 性 の
獲得 に よ る 再 燃3),highgradetumorの反 応 の 低
さ4),とい った 困 難 な 問題 点 が あ り,近 年,そ の限 界
が指 摘 され て い る.ま た,VACURGの 報 告 の よ う
に 内分 泌療 法 の効 果 そ の もの に も疑 問 を投 げか け るむ
き もあ る5・6).
した が って,限 局 性 の 症 例 に 対 して は,totalpros-
tatectomy,totalcystoprostatectomy等の 根 治 的 な
外 科 療 法 が 勧 め られ て い る.し か し,前 立 腺 癌 は,初
診 時 す で にhighstage症例 の率 が た か く7・8),外科
療 法 の 適 応外 で あ る こ とが 多 い た め,systemicche-
motherapyの確 立 は 重 要 な 課 題 で あ る と 思 わ れ る.
近 年Estracyt②,ifosfamide,peplomycin,cis.
DDP等 の前 立 腺 癌 に 有 効 とされ る新 た な 薬 剤 の 開 発
お よび それ を用 い た 各 種 の 化学 療 法 の試 み が な され て
きた.
内 分 泌療 法 抵 抗 例 に 対 す る 化学 療 法 は,単 剤 投 与 と
して は,Estracyt⑪に つ い て,高 安9),富田 ら1。)が,
それ ぞ2t38%e,80%,ifosfam互deにつ い て は,安 藤
ら!Dが40%とい うresponserateを報 告 し て い る.
また,peplomycinにつ い て は 小磯 ら12)が17%oとい
う報 告 を して お り,cis-DDPにつ い て は,Merrin
らの 報 告i3)で43%とい う成 績 が え られ て い る.
多 剤 併 用 療 法 と しては,Kaslmisら14)がFAM療
法(doxorubicin,mitomycin-C,5-FU)を用 い て
42.9%,Solowayら15)がCPM,doxorubicin,5.FU
を 用 い て52%と い う 有 効 率 を 報 告 し て お り,Muss
ら16)はCPM,MTX,5-FUを 用 い て53.3%とい う
報 告 を して い る,ま た,本 邦 で は,吉 本 ら17)がVIP
療 法 を 用 い て 有 効 率64.7%とい う成 績 を 報 告 して い
る.
しか し,そ の 副 作 用 お よび 有 効 期 間 まで 考 慮 す る
と,い まだ,前 立 腺 癌 の 化 学 療 法 へ の有 効 性 は,十 分
な もの とは 思 えな い.
CPMはnitrogenmustardの1種で,前 立 腺 癌
に対 して有 効 とい わ れ,か つ そ の 作用 は 濃 度 依 存 性 と
され て い る19).した が って,大 量 間 歌 療 法 は,CPM
の投 与 法 と して は ご く望 ま し い も の と 考 え ら れ,
NPCPprotocollOO19)を含 む い くつ か のtria1が行


























































3)竹 内弘 幸:前 立 腺 癌 治 療 の 最 近 の 傾 向:抗 男 性 ホ
ル モ ン療 法 の 限 界.日 泌 尿 会 誌68=844,1977
4)高 安 久 雄,小 川 秋 実,小 磯 謙 吉,小 峰 志 訓,石 井





















7)藤 目 真,鈴 木 明,星 野 十,中 粒 晃 一郎,岩
動 孝 一 郎,新 島端 夫:前 立 腺 癌 の治 療 成績.日 泌
尿 会 誌77:711-715,1986
8)赤 倉 功 一 郎,井 坂 茂 夫,布 施 秀 樹,秋 元 晋,今
井 強 一,山 中 英 寿,赤 座 英 之,新 島 端 夫,森 山信
男,河 邊 香 月,松 本 恵 一,手 嶋 伸 一,古 畑 哲彦,
武 田 尚,藤 井 浩,近 藤 猪 一 郎,古 武敏 彦,宇
佐 見 道 之,松 村 陽 右,島 崎 淳=本 邦 に おけ る前
立 腺 癌 の 治 療 動 向=最 近5年 間 に お け る9施 設 の
統 計.泌 尿 紀 要34:123-129,1988
9)高 安 久 雄,志 田圭 三,百 瀬 俊 郎 ,園 田孝 夫,吉 田
修,高 井 修 道,松 本 恵 一,横 川 正 之,新 島端 夫,
岸 本 孝,島 崎 淳,近 藤 厚,大 森 弘 之,渡 辺
決,三 矢 英 輔,安 藤 弘,今 村 一 男,町 田豊平,
岩 動孝 一 郎,田 崎 寛,川 井 博,横 山正夫,河
合恒 雄,折 笠 精 一,熊 本 悦 明:Estracyt⑫の前立
腺 癌 に対 す る治 療 効 果 に 関す る 臨床 的 研究.西 日
泌 尿42:715-731,1980
10)富田 勝,秋 元 成 太,川 井 博:Estramustine
Phosphateの臨 床 的 評 価.泌 尿紀 要27=471-
475,1981
11)安藤 研,丸 岡 正 幸,原 繁,島 崎 淳3前 立
,.客 野,





























ほ か:前 立 腺 癌 。Cyclophosphamide 1869
17)吉 本 純,那 須 保 友,赤 木 隆 文,小 浜 常 昭,津 島
知 靖,尾 崎 雄 治 郎,松 村 陽 右,大 森 弘 之:進 行
StageD前 立 腺 癌 に 対 す るVincristine,Ifosfa-
mide,Peplomycin併用 療 法.日 泌 尿 会 誌76:
1-9,1985
18)下 山 正 徳:制 癌 剤 のCell-Kill-Kineticsと至 適


















22)藤 井 昭 男,小 田 芳 経,荒 川 創 一,中 野 康 治,伊 藤
登,浜 見 学,梅 津 敬 一,守 殿 貞 夫:StageD
前 立 腺 癌 に 対 す るCyclophosphamide大 量 間 欺
療 法.泌 尿 紀 要28;1127-1132,1982
(1989年3月2日 受 付)
